
独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構（法人番号4020005004767）の役職員の報酬・給与等について

Ⅰ 役員報酬等について

1　役員報酬についての基本方針に関する事項

理事長

  ②  平成29年度における役員報酬についての業績反映のさせ方（業績給の仕組み及び導入
　　実績を含む。）

　③ 役員報酬基準の内容及び平成29年度における改定内容

  ①  役員報酬の支給水準の設定についての考え方

当機構は、鉄道の建設、鉄道事業者、海上運送事業者等による運輸施設整備促進のための助
成、旧国鉄から承継した土地の処分や旧国鉄職員への年金支払等に関する事業を実施している。
役員報酬水準を検討するにあたって、当機構と類似の事業を実施している民間法人や独立行

政法人等が存しないが、機構がこれらの公共的な事業の実施を主な業務としている法人である
ことを踏まえ、同様に公共事業を実施している独立行政法人のうち、事務・技術の常勤職員数
（当機構984人）や事業規模で比較的同等と認められる独立行政法人、国の事務次官の年間報酬
額及び同規模の民間企業の役員報酬額を参考として設定している。

・独立行政法人水資源機構・・・当該法人は、産業の発展及び人口の集中に伴い用水を必要と
する地域に対する水の安定的な供給の確保を図ることを目的としており、この目的の達
成のため、利根川、荒川、豊川、木曽川、淀川、吉野川及び筑後川の各水系において、
水資源の開発又は利用のための施設の新改築、完成施設の管理・運用を行っている。
（常勤職員1,147人）。
公表資料によれば、平成28年度の理事長の年間報酬額は19,748千円であり、平成29年

度の役員給与規程に記載された本俸額等を勘案すると19,833千円程度と推定される。
同様の考え方により、理事については14,740千円程度、監事については13,342千円程

度と推定される。

・事務次官年間報酬額・・・23,274千円（平成29年度・勧告後）
※「給与勧告の仕組みと本年の勧告のポイント」

・当機構と同規模（1,000人以上3,000人未満）の民間企業の役員報酬額
・・・31,814千円（平成29年度）

※「平成29年民間企業における役員報酬（給与）調査」

当機構では、特別手当について、国土交通大臣が行う業績評価の結果を勘案の上、その役員
の職務実績に応じ、100分の10以下の範囲内で理事長がこれを増額し、又は減額することができ
ることとしている。

役員報酬支給基準は、月額及び特別手当から構成されている。月額については、独立
行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構役員給与規程に則り、俸給（1,106,000円）に
特別地域手当（176,960円）を加算して算出している。特別手当についても同規程に則り、
俸給の月額、特別地域手当の月額、俸給に100分の25を乗じて得た額及び俸給と特別地
域手当の合計に100分の20を乗じて得た額の合計に、6月に支給する場合においては100
分の155.0、12月に支給する場合においては100分の175.0を乗じ、さらに基準日以前6箇
月以内の期間におけるその者の在職期間に応じた割合を乗じたうえに、その者の職務実
績に応じて100分の10の範囲内でそれを増額し、又は減額した額としている。

なお、平成29年度では、平成29年度人事院勧告に基づく国家公務員指定職の給与改定
に準じた特別手当支給割合の改正（年間3.25月→3.30月）を実施した。



副理事長

理事長代理

理事

監事

同上。但し、俸給は986,000円、特別地域手当は157,760円である。

同上。但し、俸給は951,000円、特別地域手当は152,160円である。

同上。但し、俸給は822,000円、特別地域手当は131,520円である。

同上。但し、俸給は744,000円、特別地域手当は119,040円である。



２　役員の報酬等の支給状況
平成29年度年間報酬等の総額

報酬（給与） 賞与 就任 退任
千円 千円 千円 千円

2,123 （特別地域手当）

155 （通勤手当）
千円 千円 千円 千円

1,893 （特別地域手当）

154 （通勤手当） 4月1日
千円 千円 千円 千円

485 （特別地域手当）

7月6日
千円 千円 千円 千円

1,340 （特別地域手当）

341 （通勤手当） 7月7日
千円 千円 千円 千円

789 （特別地域手当）

31 （通勤手当） 9月30日
千円 千円 千円 千円

789 （特別地域手当）

77 （通勤手当） 10月1日
千円 千円 千円 千円

789 （特別地域手当）

56 （通勤手当） 9月30日
千円 千円 千円 千円

789 （特別地域手当）

120 （通勤手当） 10月1日
千円 千円 千円 千円

1,578 （特別地域手当）

224 （通勤手当）
千円 千円 千円 千円

789 （特別地域手当）

47 （通勤手当） 9月30日
千円 千円 千円 千円

789 （特別地域手当）

150 （通勤手当） 10月1日
千円 千円 千円 千円

789 （特別地域手当）

9月30日
千円 千円 千円 千円

789 （特別地域手当）

144 10月1日
千円 千円 千円 千円

1,578 （特別地域手当）

460 （通勤手当） 3月31日
千円 千円 千円 千円

1,578 （特別地域手当）

77 （通勤手当）

360 （単身赴任手当） 3月31日

16,120 9,864 4,454

9,864 4,454 ※理事Ｊ 16,356

6,549 4,932 708

理事Ｅ

理事Ｆ 7,860 4,932 2,092

理事Ｃ 7,869 4,932 2,092

理事Ｇ 6,579 4,932 708

理事Ｄ

5,939 3,034 2,420 ◇

4,932 2,362

◇

21,543 13,272 5,993 ＊

19,221 11,832

7,844

5,342 ※

理事長

副理事
長

理事長
代理Ａ

理事Ｂ

4,932 2,092

8,160

その他（内容）
前職

理事Ａ

就任・退任の状況
役名

理事長
代理Ｂ

◇12,791 8,378 2,732

◇

理事Ｈ 7,813 4,932 2,092

◇

理事Ｉ ◇8,227 4,932 2,362

理事Ｋ ※16,333 9,864 4,454



千円 千円 千円 千円

1,428 （特別地域手当）

319 （通勤手当）
千円 千円 千円 千円

1,428 （特別地域手当）

175 （通勤手当）
千円 千円 千円 千円

1,428 （特別地域手当）

270 （通勤手当）

注１：「その他」欄には手当等が支給されている場合は、例えば通勤手当の総額を記入する。
注２：「前職」欄には、役員の前職の種類別に以下の記号を付す。
　　　 退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後
       独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄
注３：「特別地域手当」とは、民間の賃金水準が高い地域に在勤する役員に支給しているものである。

監事Ｃ 14,657 8,928 4,031

監事Ａ

監事Ｂ ◇14,562 8,928 4,031

14,706 8,928 4,031



３　役員の報酬水準の妥当性について
【法人の検証結果】
理事長

副理事長

理事長代理

理事

監事

【主務大臣の検証結果】

当機構は、鉄道の建設、鉄道事業者、海上運送事業者等による運輸施設整備促
進のための助成、旧国鉄から承継した土地の処分や旧国鉄職員への年金支払等に
関する事業を実施しており、当機構と類似の事業を実施している民間法人や独立
行政法人は存しない。
理事長は、当機構の代表としてその業務を総理し、最終的な責任を有するもの

であり、理事長の報酬については、事務次官の年間報酬額、比較的同等と認めら
れる規模の独立行政法人及び民間企業の役員報酬額と比較考慮したうえで決定さ
れており、その報酬水準は妥当である。

副理事長は、理事長の定めるところにより、当機構を代表し、理事長を補佐し
て当機構の業務を掌理するものであり、副理事長の報酬については、理事長の報
酬額と比較考慮したうえで決定されていることから、その報酬水準は妥当である。

理事長代理は、理事長の代理人として、当機構の業務を総括掌理するものであ
り、理事長代理の報酬については、理事長の報酬額と比較考慮したうえで決定さ
れていることから、その報酬水準は妥当である。

理事は、理事長の定めるところにより、理事長及び副理事長を補佐して当機構
の業務を掌理するものであり、理事の報酬については、理事長の報酬額と比較考
慮したうえで決定されていることから、その報酬水準は妥当である。

監事は、国土交通大臣から任命され、当機構の業務を監査するものであり、監
事の報酬については、理事長の報酬額と比較考慮したうえで決定されていること
から、その報酬水準は妥当である。

当法人の業務目的は、整備新幹線等の鉄道の建設、鉄道事業者及び海上運送

事業者等による運輸施設整備促進のための助成、旧国鉄から承継した土地の処

分や旧国鉄職員への年金支払等に関する事業を適切に実施することである。
その業務内容に鑑みれば、Ⅰ-１-①で示された役員報酬水準の設定の考え方

は、国家公務員の給与及び比較的同等と認められる規模の独立行政法人並びに
民間企業の報酬水準を踏まえて定められており、適当である。
また、Ⅰ-２の報酬実績は報酬水準の設定の考え方に即しており、法人の実

績評価結果に鑑みても、法人の検証結果は適当である。



４　役員の退職手当の支給状況（平成29年度中に退職手当を支給された退職者の状況）

区分 支給額（総額） 退職年月日 業績勘案率 前職

千円 年 月

3,216 2 6 H29.3.31 1.0 ※

注：「前職」欄には、退職者の役員時の前職の種類別に以下の記号を付す。
　　　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、該当がない場合は空欄。　退職公務員「*」、役員出向者「◇」、独立行政法人等の退職者「※」、退職公務員でその後

　独立行政法人等の退職者「＊※」、該当がない場合は空欄

５　退職手当の水準の妥当性について
【主務大臣の判断理由等】

区分

６　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

注：「判断理由」欄には、法人の業績、担当業務の業績及び個人的な業績の検討結果を含め、業績勘案
　　 率及び退職手当支給額の決定に到った理由等を具体的に記入する。

判断理由
「独立行政法人の役員の退職金にかかる業績勘案率の算定ルールについて」(平成27年5月
25日総務大臣決定)等に基づき算出されており、適当である。
　なお、業績勘案率は、加減算すべき要因がないことから「1.0」と決定した。

副理事長

副理事長

法人での在職期間

当機構では、特別手当について、国土交通大臣が行う業績評価の結果を勘案の上、その役員の
職務実績に応じ、100分の10以下の範囲内で理事長がこれを増額し、又は減額することができる
こととしており、今後も継続していく予定である。



Ⅱ 職員給与について
１　職員給与についての基本方針に関する事項

　③　 給与制度の内容及び平成29年度における主な改定内容

　①　職員給与の支給水準の設定等についての考え方

　②　職員の発揮した能率又は職員の勤務成績の給与への反映方法についての考え方（業績給
　　の仕組み及び導入実績を含む。）

当機構は、鉄道の建設、鉄道事業者、海上運送事業者等による運輸施設整備促進のための助成、
旧国鉄から承継した土地の処分や旧国鉄職員への年金支払い等に関する事業を実施している。
職員給与水準を検討するにあたって、当機構と類似の事業を実施している民間法人や独立行政

法人等が存しないが、機構がこれらの公共的な事業の実施を主な業務としている法人であること
を踏まえ、同様に公共事業を実施している独立行政法人のうち、事務・技術の常勤職員数や事業
規模で比較的同等と認められる独立行政法人及び国家公務員行政職俸給表（一）の平均給与月額
を参考として設定している。

・独立行政法人水資源機構 所定内平均給与月額446千円(所定内平均給与額5,355千円÷12)
人数1,147人 平均年齢45.5歳(平成29年公表値)

・国家公務員行政職俸給表（一）
所定内平均給与月額410千円
人数140,319人 平均年齢43.6歳（平成29年国家公務員給与等実態調査）

（参考）当機構 所定内平均給与月額441千円(所定内平均給与額5,296千円÷12)

人数984人 平均年齢42.2歳(平成29年公表値)

当機構の人事評価結果（5段階）に応じた業績給の仕組みと導入実績は以下のとおり。
・管理職・・・平成18年度に導入、平成19年度から勤勉手当に反映、平成20年度から昇給に反映
・一般職・・・平成21年度に導入、平成22年度から昇給に反映、平成23年度から勤勉手当に反映

導入当初は年間で最大約6万円の給与差があったが、現在では約40万円まで拡大している。

○給与制度の内容
独立行政法人鉄道建設・運輸施設整備支援機構職員給与規程に則り、俸給及び諸手当（扶

養手当、地域手当、職務手当、広域異動手当、特殊勤務手当、超過勤務手当、夜勤手当、宿
日直手当、管理職員特別勤務手当、期末手当、勤勉手当、寒冷地手当、通勤手当、住居手当、
単身赴任手当）としている。

期末手当については、俸給及び扶養手当の月額並びにこれらに対する地域手当及び広域異
動手当の月額、俸給の月額に管理職加算割合（最大100分の23）を乗じて得た額並びに俸給の
月額及びこれに対する地域手当及び広域異動手当の月額の合計額に職務加算割合（最大100分
の20）を乗じて得た額の合計額（以下「基礎額」という。）に6月に支給する場合においては
100分の122.5（管理職加算の適用を受ける者にあっては100分の102.5）、12月に支給する場
合においては100分の137.5（管理職加算の適用を受ける者にあっては100分の117.5）を乗じ、
更に基準日以前６カ月以内の期間におけるその者の在職期間に応じた割合を乗じて得た額と
している。

勤勉手当については、基礎額（同上）に勤勉手当の支給実施要領に定める基準に従って定
める割合を乗じて得た額としている。

○平成29年度における主な改定内容
平成29年度においては、平成29年度人事院勧告に基づく給与改定による措置（月例給平均

0.15％引上げ及び勤勉手当の支給割合を0.1ヶ月引上げ）を行った。



２　職員給与の支給状況

　①　職種別支給状況

うち通勤手当
人 歳 千円 千円 千円 千円

1,016 42.3 7,274 5,341 150 1,933
人 歳 千円 千円 千円 千円

1,005 42.0 7,265 5,334 150 1,931
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

11 62.7 8,075 5,946 160 2,129

人 歳 千円 千円 千円 千円

254 62.8 6,655 5,016 191 1,639
人 歳 千円 千円 千円 千円

254 62.8 6,655 5,016 191 1,639
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし

人 歳 千円 千円 千円 千円

43 44.7 2,878 2,398 157 480
人 歳 千円 千円 千円 千円

43 44.7 2,878 2,398 157 480
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし
人 歳 千円 千円 千円 千円

該当者なし

注1：「嘱託」とは、専門的知識と経験を必要とする業務に従事させる場合、又は、理事長が特に必要と認める
　　  場合に委嘱する正規職員以外の職員である。
注2：在外職員、任期付職員については、該当者がないため省略した。

医療職種
（病院看護師）

事務・技術

医療職種
（病院看護師）

教育職種
（高等専門学校教員）

区分

嘱託

医療職種
（病院医師）

研究職種

教育職種
（高等専門学校教員）

非常勤職員

研究職種

教育職種
（高等専門学校教員）

医療職種
（病院看護師）

医療職種
（病院医師）

事務・技術

医療職種
（病院医師）

常勤職員

事務・技術

うち賞与平均年齢

研究職種

うち所定内
平成29年度の年間給与額（平均）

総額
人員

再任用職員



②

注1：①の年間給与額から通勤手当を除いた状況である。以下、④まで同じ。
注2：年齢階層20-23歳については該当者なしのため表示していない。

③

（事務・技術職員）

平均
人 歳 千円

本部課長 41 52.5 11,487

本部係員 14 31.9 4,244

④

夏季（6月） 冬季（12月） 計
％ ％ ％

50.7 51.6 51.2

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 49.3 48.4 48.8

％ ％ ％

         最高～最低 51.1～40.6 49.5～40.9 50.2～40.7

％ ％ ％

59.0 59.1 59.1

％ ％ ％

査定支給分（勤勉相当）
（平均） 41.0 40.9 40.9

％ ％ ％

         最高～最低 42.6～39.8 40.9～40.9 41.7～40.4

一律支給分（期末相当）

最高～最低

　6,263～3,539

職位別年間給与の分布状況（事務・技術職員）

分布状況を示すグループ

千円

12,827～9,618

年間給与額

賞与（平成29年度）における査定部分の比率（事務・技術職員）

区分

管理
職員

一律支給分（期末相当）

一般
職員

年齢別年間給与の分布状況（事務・技術職員）〔在外職員、任期付職員及び再任用職員を除く。以
下、④まで同じ。〕

平均年齢人員
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人数
平均給与額
第３四分位
第１四分位
国の平均給与額

人千円



３　給与水準の妥当性の検証等

○事務・技術職員

・年齢勘案　　　　　　　　　　　　110.2

・年齢・地域勘案　　　　　　　　○○○．○110.3

・年齢・学歴勘案　　　　　　　　○○○．○108.7

・年齢・地域・学歴勘案　　　　○○○．○109.8

【支出予算の総額に占める国からの財政支出の割合　4.1%】
　　　（国からの財政支出額　101,791百万円、
　　　　支出予算の総額　　2,483,170百万円：平成29年度予算）

　（支出総額 2,405,727百万円、給与・報酬等支給総額 12,058百万円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：平成29年度決算）
（法人の検証結果）

 職員の給与水準については、Ⅱ－１－①に示すとおり、機構がこれらの公共的な事
業の実施を主な業務としている法人であることを踏まえ、同様に公共事業を実施して
いる独立行政法人のうち、事務・技術の常勤職員数や事業規模で比較的同等と認
められる独立行政法人及び国家公務員の給与を参考に、職員の職務の特性及び雇
用形態その他の事情を考慮した水準としていることから、妥当である。

　なお、給与の支給基準については、整備新幹線等の高速鉄道建設を担う機関とし

　　※異動前後の勤務箇所間の距離が300km以上の場合

　機　　　構：大卒、大学院卒　65名（100%）

【主な資格の保有者（平成29年度末現在）】
　　博士14名、技術士130名、鉄道設計技士30名、一級建築士32名

　給与水準の妥当性の
　検証

（参考）平成29年度国家公務員給与等実態調査（人事院）統計表

いる。

て、当該業務の安定的な実施のため、専門的知識・技術を有する優秀な人材を確

【支出総額に占める給与・報酬等支給総額の割合 0.5％】

　　　　　　　　　　　　　　　国(行(一))：8.5％　 機構：15.4％

内容

　＜広域異動手当の支給対象者の割合＞
　　　　　　　　　　　　　　　国(行(一))：13.4％　機構：14.4％

　国家公務員：大卒程度（総合職・一般職）3,521名（78.7%）
　　　　　　　　　 高卒程度（一般職）953名（21.3%）

保する必要があること、また、鉄道建設事業の進捗に対応し、２～３年周期で全国異
動をする必要があることなどの事情を考慮した給与体系としている。

【指数の算出方法により指数が高くなっている理由】
　当機構の大半の職員が従事する鉄道建設事業は、有期事業であることから余剰人
員を抱えないために、大半の職員を対象として、事業の進捗、業務量の波動に対応
しながら高い頻度(２～３年程度）で全国規模での人事異動を実施しているため、こ
れに伴って広域異動手当及び単身赴任手当が支給される者の割合が高くなって

　業務のアウトソーシング等を積極的に進めてきた結果、管理的業務が中心となり、
国家公務員に比べ管理職の割合が高くなっている。

【累積欠損額 0円(平成28年度決算) 】
【管理職の割合 20.9％（常勤職員数1,005名中210名）】
【大卒以上の高学歴者の割合 77.2％（常勤職員数1,005名中776名）】

　　　　　　　　　　　　　　　国(全体)：5.3％　　 機構：11.8％

　＜単身赴任手当の支給対象者の割合＞

　＜管理職手当の支給対象者の割合＞
　　　　　　　　　　　　　　　国(行(一))：16.3％　機構：20.9％

【採用状況】

　国に比べて給与水準が
　高くなっている理由

項目

対国家公務員
指数の状況



　俸給や諸手当の見直し等も含め、他の独立行政法人の取組みを調査し、当機構
への適用の可否を検証し、可能なものから実施するとともに、中途採用の推進や
事務所限定職員の採用の推進など、職員採用形態の多様化に向けた取り組みを、
引き続き実施することとする。

４　モデル給与

５　業績給の仕組み及び導入に関する考え方

講ずる措置

（主務大臣の検証結果）
　当法人の業務目的は、整備新幹線等の鉄道の建設、鉄道事業者及び海上運送事
業者等による運輸施設整備促進のための助成、旧国鉄から承継した土地の処分や
旧国鉄職員への年金支払等に関する事業を適切に実施することである。
　その業務内容に鑑みれば、Ⅱ-１-①に示された給与水準の設定の考え方は、国家
公務員の給与等、民間企業の従業員の給与等、機構の業務の実績並びに職員の職
務の特性及び雇用形態その他の事情を踏まえて定められており、適当である。
　また、Ⅱ-２の給与実績は給与水準の設定の考え方に即しており、法人の検証結果
は適当である。

（配偶者がいない場合）
○22歳（大卒初任給）

月額197,200円、年間給与3,234,000円
○35歳（本社担当係長）

月額332,310円、年間給与5,522,000円
○50歳（本社課長）

月額669,900円、年間給与11,092,000円

※ 扶養親族がいる場合には、扶養手当（配偶者13,000円、子1人につき6,500円）を支給

前年度の人事評価結果（５段階）に応じて、業績給に反映しており、人事評価及びその結果
の反映の仕方について着実に運用することを当面の方針としている。



Ⅲ　総人件費について

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

千円 千円 千円 千円 千円 千円

(A)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ｂ)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ｃ)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(D)
千円 千円 千円 千円 千円 千円

(Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ)

注：中期目標管理法人のため、中期目標期間の開始年度分から当年度分までを記載している。

総人件費について参考となる事項

Ⅳ　その他

特に無し。

11,929,137 12,235,295 12,058,17312,350,276 11,992,589

区　　分

給与、報酬等支給総額

20,504,043 18,223,75820,752,06219,544,623

2,865,213 3,828,329 3,754,212 2,196,811

3,085,183

退職手当支給額

16,855,446

725,791

最広義人件費

912,1761,409,445 1,355,620

3,159,306

非常勤役職員等給与

福利厚生費
3,340,828 3,332,818 3,276,790

1,122,765 949,175

「給与、報酬等支給総額」及び「最広義人件費」の増減要因

対前年度比 「給与、報酬等支給総額」 0.5％

「最広義人件費」 △7.5％

「給与、報酬等支給総額」が増加した要因は、平成29年度給与改定による措置（月例給平均0.15％引上

げ及び勤勉手当の支給割合を0.1ヶ月引上げ）によるものである。
「退職手当支給額」が減少した要因は、前年度に比べ定年退職者数が減少したことによるものである。
「非常勤役職員等給与」が減少した要因は、非常勤職員総数が前年度に比べ減少したことによるもので

ある。
上記を踏まえた結果、「最広義人件費」については、対前年度比で7.5％の減となった。
なお、「公務員の給与改定に関する取扱いについて」（平成29年11月17日閣議決定）に基づく措置につ

いては、以下のとおりである。
役員に関する講じた措置の概要

平成30年1月1日以降に退職する役員の退職手当については、調整率を83.7/100に設定した。
職員に関する講じた措置の概要

職員の退職手当については、国家公務員に準じた措置を講ずるべく、労使交渉中。


